
〔
書
評
と
紹
介
〕

小
泉

敦
著

『
「
北
」
の
地
域
史

五
戸
・
三
戸
・
八
戸
』

中
野
渡
一
耕

本
書
の
著
者
小
泉
氏
は
中
学
校
教
師
（
現
南
部
町
立
杉
沢
中
学
校
教
頭
）
と
し
て
、

長
ら
く
学
校
教
育
現
場
に
勤
務
す
る
一
方
、
近
現
代
の
研
究
者
と
し
て
青
森
県
史
や

八
戸
市
史
の
編
さ
ん
に
携
わ
っ
て
き
た
。
本
書
は
、
氏
の
学
生
時
代
か
ら
の
研
究
テ

ー
マ
で
あ
る
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
の
論
考
や
、
青
森
県
史
研
究
や
八
戸
市
史
研

究
等
に
発
表
し
た
論
文
、
ま
た
地
元
紙
や
自
治
体
の
広
報
紙
へ
の
連
載
を
、
五
十
歳

を
迎
え
た
の
を
機
に
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
小
泉
氏
の
地
域
に
根
ざ
し
た

着
実
な
研
究
活
動
は
、
専
攻
分
野
は
異
な
る
と
い
え
、
同
じ
青
森
県
南
地
域
に
生
ま

れ
た
筆
者
も
見
習
い
た
い
と
感
じ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
一
冊
で
ま

と
め
て
読
む
こ
と
が
出
来
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章

五
戸
近
代
史

『
三
浦
日
記
』
を
読
む

大
沢
敬
次
郎
日
記

動
員
さ
れ
た
五
戸
満
蒙
開
拓
団
の
悲
劇

津
軽
人
と
南
部
人

第
二
章

三
戸
近
代
史

近
代
三
戸
の
あ
ゆ
み

第
三
章

八
戸
近
代
史

「
大
八
戸
」
論
と
松
尾
鉱
山
～
太
平
洋
と
八
幡
平
を
つ
な
ぐ
道
～

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
と
八
戸
～
占
領
期
の
八
戸
～

「
戦
争
遺
跡
」
に
学
ぶ

戦
争
下
、
八
戸
の
暮
ら
し

北
か
ら
の
自
由
民
権
運
動
～
「
憲
法
構
想
」
と
「
憲
法
草
案
」
～

小
田
為
綱
の
「
憲
法
草
稿
評
林
」

補
論

「
南
」
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

京
都
府
下
南
山
城
地
方
の
自
由
民
権
運
動
（
上
）（
下
）

「
天
橋
義
塾
小
室
信
介
・
沢
辺
正
修
没
後
百
年
を
し
の
ん
で
」
に
参
加
し
て

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
バ
リ
島
「
爆
弾
テ
ロ
」
事
件
に
学
ぶ
～

「
南
」
の
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
学
ぶ

あ
と
が
き

第
一
章
の
中
心
を
占
め
る
の
は
地
元
紙
に
連
載
さ
れ
た
「
『
三
浦
日
記
』
を
読

む
」
で
あ
る
。
三
浦
日
記
と
は
五
戸
町
在
住
で
、
平
成
六
年
に
九
十
三
歳
で
亡
く
な

っ
た
三
浦
茂
雄
氏
の
日
記
で
あ
る
。
三
浦
氏
は
昭
和
天
皇
と
同
い
年
で
、
昭
和
二
年

に
二
十
六
歳
の
若
さ
で
青
森
県
師
範
学
校
付
属
造
道
代
用
小
学
校
の
校
長
に
就
任
、

昭
和
三
十
二
年
に
戸
来
小
学
校
の
校
長
で
退
職
す
る
ま
で
、
青
森
市
や
三
戸
郡
内
で

そ
の
教
員
生
活
の
大
半
を
校
長
と
し
て
務
め
た
。
退
職
後
も
五
戸
町
の
教
育
委
員
な

ど
を
務
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
三
浦
氏
自
身
は
世
に
知
ら
れ
た
人
物
と
は
言
い
難

く
、
い
わ
ば
市
井
の
人
物
で
あ
る
。
同
じ
章
に
は
旧
倉
石
村
在
住
で
、
昭
和
八
年
か
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ら
十
四
年
ま
で
満
州
に
出
征
し
た
大
沢
敬
次
郎
氏
の
日
記
の
紹
介
も
あ
り
、
政
治
家

や
著
名
作
家
等
で
は
な
い
、
庶
民
の
記
録
か
ら
戦
前
か
ら
戦
後
の
激
動
期
の
暮
ら
し

を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
特
に
三
浦
日
記
は
著
者
小
泉
氏
と

同
じ
教
員
の
日
記
と
し
て
氏
の
関
心
も
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
生
活
史
や
教
育
史

の
観
点
か
ら
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
般
に
日
記
と
い
っ
て
も
記
載
者
の
置
か
れ
た
立
場
、
主
観
に
よ
っ
て
大
き
く
内

容
も
変
わ
る
も
の
だ
が
、
小
泉
氏
は
三
浦
氏
の
主
義
主
張
に
は
深
入
り
せ
ず
、
淡
々

と
事
実
を
記
す
。
三
浦
氏
も
戦
時
中
は
当
時
の
国
民
の
常
と
し
て
戦
争
を
称
賛
し
、

教
え
子
を
戦
場
に
送
っ
た
世
代
で
あ
る
。
占
領
期
の
日
記
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
戦

後
の
価
値
観
が
急
変
し
た
時
期
の
胸
中
を
推
し
量
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
戦
後
は

平
和
を
希
求
し
、
日
本
の
繁
栄
を
願
う
一
老
人
と
な
っ
た
。

本
稿
の
構
成
は
新
聞
連
載
そ
の
ま
ま
に
全
六
一
回
で
構
成
さ
れ
、
学
校
長
と
し
て

の
学
校
経
営
や
子
ど
も
と
の
関
わ
り
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
、
満
州
事
変
や
太
平

洋
戦
争
勃
発
、
戦
後
は
平
和
条
約
の
締
結
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
な
ど
そ
の
時
々
の

歴
史
的
出
来
事
に
対
す
る
所
感
、
津
軽
や
南
部
各
地
の
風
習
や
習
慣
に
つ
い
て
の
記

述
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
筆
者
は
戦
前
の
修
学
旅
行
、
欠
食
児
童
へ
の
対
応
、
国
民

錬
成
所
な
ど
に
興
味
を
覚
え
た
。
終
戦
の
日
、
敵
機
か
ら
奉
安
殿
を
守
る
た
め
に
、

万
一
を
覚
悟
し
て
遺
書
を
認
め
る
場
面
な
ど
当
事
者
な
ら
で
は
の
臨
場
感
で
あ
る
。

現
在
の
我
々
に
と
っ
て
は
歴
史
的
事
象
で
も
、
記
載
者
の
三
浦
氏
に
と
っ
て
は
同
時

代
の
出
来
事
を
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
訳
で
、
小
泉
氏
の
い
う
「
そ
の
『
時
代
』
を

呼
吸
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る
」
こ
と
が
出
来
よ
う
。

本
来
日
記
は
他
者
に
見
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
の
で
、
そ
の

記
述
も
本
人
以
外
は
分
か
り
づ
ら
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
テ
ー
マ
ご
と
に
的
確
に
ま
と

め
、
新
聞
連
載
と
し
て
再
構
成
し
た
小
泉
氏
の
労
力
に
は
頭
が
下
が
る
。
多
少
欲
を

言
え
ば
、
本
稿
は
新
聞
連
載
を
そ
の
ま
ま
収
録
し
た
も
の
な
の
で
、
時
系
列
が
前
後

し
て
分
か
り
づ
ら
い
部
分
が
あ
る
。
単
行
本
収
録
に
あ
た
っ
て
、
多
少
の
再
構
成
が

あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
。
三
浦
氏
が
二
十
六
歳
で
校
長
に
な
っ
た
背
景
な
ど
、

戦
前
の
学
校
制
度
に
関
す
る
解
説
も
あ
れ
ば
、
読
者
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
に

な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
終
戦
後
は
学
校
教
育
に
関
す
る
記
述
が
姿
を
消
す

の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

第
二
章
は
「
近
代
三
戸
の
あ
ゆ
み
」
は
「
広
報
さ
ん
の
へ
」
に
平
成
十
六
年
か
ら

連
載
中
の
コ
ラ
ム
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
連
載
開
始
か
ら
す
で
に
六
年
が
経
過

し
て
い
る
が
、
現
在
も
継
続
中
で
、
こ
の
よ
う
な
長
期
の
連
載
は
あ
ま
り
例
が
な
い
。

内
容
は
昭
和
十
一
年
か
ら
十
五
年
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
「
三
戸
新
聞
」
を
は
じ
め

新
聞
記
事
や
雑
誌
、
旧
家
に
残
る
写
真
・
絵
は
が
き
、
報
告
書
等
か
ら
戦
前
か
ら
戦

後
に
か
け
て
の
三
戸
町
の
諸
相
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
事
は
三
戸

町
民
に
と
っ
て
は
地
元
の
歴
史
を
顧
み
る
こ
と
が
出
来
、
も
っ
と
も
興
味
を
引
く
も

の
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
雑
多
の
よ
う
で
あ
る
が
、
一
定
の
史
料
に
基
づ
い
た
記
述

に
努
め
て
お
り
、
単
な
る
思
い
出
を
綴
っ
た
回
顧
談
の
類
で
は
な
い
。
旧
家
の
史
料

で
は
大
庭
家
文
書
や
内
澤
家
文
書
な
ど
県
史
調
査
で
見
い
だ
さ
れ
た
史
料
を
引
用
し
、

前
者
で
は
、
戦
前
の
学
校
の
ス
キ
ー
や
球
技
な
ど
導
入
期
の
の
ど
か
な
様
子
を
彷
彿

と
さ
せ
る
一
方
、
後
者
で
は
、
軍
事
郵
便
に
み
る
心
な
ら
ず
も
戦
場
に
動
員
さ
れ
戦

死
し
た
一
庶
民
の
記
録
な
ど
、
第
一
章
の
三
浦
日
記
と
も
共
通
す
る
市
井
の
人
々
の

記
録
が
注
目
さ
れ
る
。
本
稿
に
は
豊
富
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
単
行
本
の

判
形
の
制
約
で
、
広
報
紙
連
載
時
と
異
な
り
、
か
な
り
縮
小
さ
れ
て
い
る
。
写
真
も

現
在
は
貴
重
な
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
や
や
惜
し
ま
れ
る
。
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第
三
章
は
青
森
県
史
研
究
や
八
戸
市
史
研
究
に
発
表
し
た
論
考
が
中
心
で
あ
る
。

松
尾
鉱
山
の
開
発
と
、
い
わ
ゆ
る
来
満
鉄
道
（
三
戸
～
鹿
角
間
鉄
道
）
を
絡
め
た

「
『
大
八
戸
』
論
と
松
尾
鉱
山
」
や
、
学
生
時
代
の
卒
業
論
文
を
再
構
成
し
た
「
小

田
為
綱
の
『
憲
法
草
稿
評
林
』
」
な
ど
が
目
を
引
く
。
筆
者
は
自
由
民
権
運
動
研
究

に
つ
い
て
は
門
外
漢
で
あ
る
が
、
「
北
か
ら
の
自
由
民
権
運
動
」
で
は
明
治
八
年
に

作
成
さ
れ
た
「
憲
法
草
案
」
が
北
奥
の
僻
村
で
も
筆
写
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
北
奥
地

域
で
も
自
ら
の
手
で
明
治
国
家
を
創
ろ
う
と
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
に
感

慨
を
覚
え
た
。

補
論
は
い
さ
さ
か
視
点
を
変
え
、「
『
南
』
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
し
、
地
域

論
に
収
ま
り
き
れ
な
い
論
考
を
収
録
し
て
い
る
。
修
士
論
文
を
再
構
成
し
た
「
京
都

府
下
南
山
城
地
方
の
自
由
民
権
運
動
（
上
）
（
下
）
」
で
は
豪
農
層
の
経
済
基
盤
な
ど

に
北
奥
の
自
由
民
権
運
動
と
の
比
較
が
出
来
る
し
、
後
半
の
二
本
の
論
考
で
は
、
著

者
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
人
学
校
に
勤
務
し
た
経
験
か
ら
、
爆
弾
テ
ロ
事
件
後
の
生

徒
た
ち
へ
の
指
導
や
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
新
聞
を
利
用
し
た
授
業
）
の
経
験
、
今
残
る
日
本
軍

政
の
跡
な
ど
を
記
す
。
特
に
著
者
が
現
地
で
お
世
話
に
な
っ
た
日
本
人
国
際
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
が
元
使
用
人
に
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
「
付
記
」
の
記
述
に
は
異
文
化
交
流
の

困
難
さ
、
こ
の
国
の
持
つ
複
雑
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

以
上
、
本
書
の
内
容
を
概
観
し
て
み
た
。
現
在
、
編
さ
ん
中
の
青
森
県
史
も
「
北

か
ら
の
視
点
」
を
第
一
に
掲
げ
て
い
る
。
本
書
も
「
『
北
』
の
地
域
史
」
を
タ
イ
ト

ル
に
掲
げ
、
「
北
辺
の
目
」
で
地
域
の
歴
史
を
学
び
、
地
域
を
根
底
か
ら
と
ら
え
直

し
、
再
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
で
な
い
か
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書

は
「
北
か
ら
」
「
中
央
か
ら
」
（
あ
る
い
は
「
南
か
ら
」
）
と
対
立
軸
で
と
ら
え
る
も

の
で
な
く
、
比
較
的
な
地
域
論
を
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
掲
載
す
る
論
考
の
内
容

も
、
地
域
こ
そ
違
え
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
本
書
に
通
底
す

る
の
は
著
者
自
身
を
含
む
、
こ
こ
青
森
県
南
と
い
う
本
州
北
部
に
生
き
る
人
々
の
営

み
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
教
員
と
い
う
も
っ
と
も
地
域
に
根
ざ
し
た
職
業
に
あ
り
、

教
え
子
に
教
え
語
り
継
ぐ
と
い
う
現
場
を
も
っ
た
筆
者
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ

ろ
う
。
類
書
が
少
な
い
中
で
、
地
域
の
「
近
代
史
」
を
い
か
に
語
り
継
ぐ
か
、
一
般

の
方
に
も
是
非
読
ん
で
欲
し
い
一
冊
で
あ
る
し
、
地
域
史
の
編
纂
に
携
わ
る
自
分
に

と
っ
て
も
、
参
考
に
し
た
い
書
で
あ
る
。

（
Ａ
５
判
、
北
の
杜
編
集
工
房
、
二
〇
一
〇
年
、
二
五
七
一
円
）

（
な
か
の
わ
た
り
・
か
ず
や
す

青
森
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
主
幹
）


